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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第27期

第２四半期
連結累計期間

第28期
第２四半期
連結累計期間

第27期

会計期間
自 2019年３月21日
至 2019年９月20日

自 2020年３月21日
至 2020年９月20日

自 2019年３月21日
至 2020年３月20日

売上高 (千円) 4,008,982 2,562,377 6,773,705

経常利益 (千円) 1,166,442 445,150 1,754,134

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 792,311 295,647 1,193,317

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 802,906 310,280 1,207,147

純資産額 (千円) 5,621,304 6,095,034 6,025,215

総資産額 (千円) 7,443,080 6,982,250 7,145,833

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 295.12 119.26 460.78

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 75.0 86.4 83.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 888,334 293,678 1,156,067

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △469,022 9,716 △583,217

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △896,676 △241,236 △1,499,529

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 948,608 562,045 504,090
 

 

回次
第27期

第２四半期
連結会計期間

第28期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年６月21日
至 2019年９月20日

自 2020年６月21日
至 2020年９月20日

１株当たり四半期純利益 (円) 133.50 42.27
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 経営成績の分析

① 国内市場

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、新型コロナウイルス感染症が世界中に蔓延するなか、緊急事態

宣言も解除され一部では経済活動優先の動きもあり、第１四半期と比較すると徐々に経済活動が活発化し始めてき

た状況となりました。しかし新型コロナウイルス感染症の第２波、第３波の兆候も見られ未だ収束の兆しが見られ

ない状況にあり、また海外渡航制限も一部を除き継続しており事業活動は未だ大きな影響を受けている状況にあり

ます。

そのような状況のなか当社主力販売先である自動車産業における設備投資の状況につきましては、多くの客先で

実施されていた訪問制限、接触制限も徐々に解除され、客先とのコンタクトが段階的に取れる状況となって参りま

した。ただし多くの客先では新型コロナウイルス感染症の影響を勘案した設備投資計画の見直し過程にあり、未だ

市場環境は先行き不透明感が強い状況にあります。

② 米国市場

新型コロナウイルス感染症の影響により企業収益が大きく減少し、設備投資も大幅に減少している状況は、未だ

改善の兆しは顕著に見られない状況にあります。しかしコロナ禍前の当初計画の継続案件も多数あり、新型コロナ

ウイルス感染症の収束状況により年初のような好調な状況に急速に回復する可能性も期待でき、今後回復状況を注

視して参ります。

③ 中国市場

新型コロナウイルス感染症の影響により企業収益が大きく減少し、設備投資も大幅に減少しております。しかし

５月以降経済活動は徐々に回復してきており、今後内需の回復度合いにより自動車産業の設備投資の回復状況を注

視して参ります。

④ その他の市場

全地域において新型コロナウイルス感染症の影響により企業収益が大きく減少し、設備投資も大幅に減少してい

る状況は未だ改善の兆しは顕著に見られない状況にあります。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上状況は、上記の市場環境により全品種とも前年比減収となり売上高

2,562百万円(前年同四半期比36.1％減)となりました。

利益状況は、従業員の新規増員抑制や経費削減等による固定費削減を実施しましたが、売上高が大幅に減少した

ことにより固定費比率が上昇した結果、営業利益453百万円(前年同四半期比62.4％減)、売上高営業利益率17.7％

(前年同四半期は30.1％)、経常利益445百万円(前年同四半期比61.8％減)、売上高経常利益率17.4％(前年同四半期

は29.1％)、親会社株主に帰属する四半期純利益295百万円(前年同四半期比62.7％減)となりました。

地域別売上においては、年初北米、タイが好調に推移した事などから海外売上比率が上昇し、海外売上高1,503百

万円(前年同四半期比11.5％減)、国内売上高1,058百万円(前年同四半期比54.2％減)、売上全体に占める海外売上比

率は58.7％(前年同四半期は42.4％)、国内売上比率は41.3％(前年同四半期は57.6％)となりました。

なお、当社製品は、ネジ締付装置、同部品及びネジ締付工具でありますので、単一セグメントとして市場環境を

判断しております。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産は、6,982百万円と前連結会計年度末比163百万円の減少となりました。増減

の主な内訳は、原材料が143百万円増加した一方、受取手形及び売掛金が306百万円減少したためであります。

　当第２四半期連結会計期間末の負債は、887百万円と前連結会計年度末比233百万円の減少となりました。増減の

主な内訳は、未払法人税等が168百万円減少したためであります。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、6,095百万円と前連結会計年度末比69百万円の増加となりました。増減

の主な内訳は、利益剰余金が55百万円増加したためであります。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、562百万円となり、前連結会計年度末に比べ

て57百万円の増加となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー別の状況は次のとおりであります。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは293百万円の収入(前年同四半期は888百

万円の収入)となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益445百万円、売上債権の減少額239百万円などの増加要因があった一方、

たな卸資産の増加額105百万円、未払金の減少額108百万円、法人税等の支払額250百万円などの減少要因があったこ

とによるものです。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは9百万円の収入(前年同四半期は469百万

円の支出)となりました。

　これは主に、定期預金の払戻による収入60百万円などの増加要因があった一方、定期預金の預入による支出20百

万円、有形固定資産の取得による支出17百万円などの減少要因があったことによるものです。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは241百万円の支出(前年同四半期は896百

万円の支出)となりました。

　これは主に、配当金の支払額240百万円などの減少要因があったことによるものです。

 
(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 
(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、162百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社の研究開発活動に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,000,000

計 5,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年９月20日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年11月２日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,942,000 2,942,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 2,942,000 2,942,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年６月21日～
2020年９月20日

― 2,942,000 ― 557,000 ― 639,750
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(5) 【大株主の状況】

2020年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

鈴木　弘 大阪府豊中市 394,800 15.92

株式会社日伝 大阪府大阪市中央区上本町西１丁目２－16 280,000 11.29

弘鈴興産株式会社 大阪府守口市東郷通一丁目２番16号 200,000 8.06

長沼商事株式会社 広島県広島市中区袋町６―14 140,000 5.64

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) RE
HCR00(常任代理人香港上海銀行
東京支店)

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14
5NT, UK
(東京都中央区日本橋３－11－１)

131,800 5.31

エスティック従業員持株会 大阪府守口市東郷通一丁目２番16号 125,800 5.07

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 101,800 4.10

池田　康廣 京都府京都市北区 87,000 3.50

飯田　雅次 大阪府高槻市 73,000 2.94

株式会社日本カストディ銀行
（証券投資信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号 71,300 2.87

計 ― 1,605,500 64.76
 

(注) １　上記のほか当社所有の自己株式463,019株があります。

２　発行済株式(自己株式を除く。)の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を切り捨てて表示し

ております。

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年９月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 463,000
 

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,477,200
 

24,772 ─

単元未満株式 普通株式 1,800
 

― ─

発行済株式総数 2,942,000 ― ―

総株主の議決権 ― 24,772 ―
 

(注)　「単元未満株式」には当社所有の自己株式が19株含まれております。
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② 【自己株式等】

2020年９月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エスティック

大阪府守口市東郷通一丁目
２番16号

463,000 ― 463,000 15.73

計 ― 463,000 ― 463,000 15.73
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年６月21日から2020年

９月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年３月21日から2020年９月20日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 544,878 562,806

  受取手形及び売掛金 ※  1,775,158 ※  1,468,915

  電子記録債権 338,009 398,434

  商品及び製品 443,131 435,974

  仕掛品 332,438 299,912

  原材料 1,107,068 1,250,670

  未収消費税等 249 9,503

  その他 88,811 132,449

  貸倒引当金 △2,148 △1,917

  流動資産合計 4,627,597 4,556,749

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 853,881 831,354

   土地 830,106 830,106

   その他（純額） 189,794 164,725

   有形固定資産合計 1,873,781 1,826,186

  無形固定資産 42,781 44,425

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 189,705 136,819

   その他 412,767 418,869

   貸倒引当金 △800 △800

   投資その他の資産合計 601,672 554,888

  固定資産合計 2,518,236 2,425,500

 資産合計 7,145,833 6,982,250
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月20日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 191,026 234,492

  未払法人税等 269,173 100,833

  賞与引当金 61,712 65,000

  役員賞与引当金 ― 15,006

  製品保証引当金 55,000 44,000

  その他 319,923 191,432

  流動負債合計 896,835 650,765

 固定負債   

  退職給付に係る負債 210,636 225,858

  その他 13,145 10,591

  固定負債合計 223,781 236,449

 負債合計 1,120,617 887,215

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 557,000 557,000

  資本剰余金 639,750 639,750

  利益剰余金 6,226,446 6,281,632

  自己株式 △1,461,410 △1,461,410

  株主資本合計 5,961,785 6,016,972

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 21,236 36,335

  為替換算調整勘定 △5,081 △17,849

  その他の包括利益累計額合計 16,154 18,486

 非支配株主持分 47,275 59,576

 純資産合計 6,025,215 6,095,034

負債純資産合計 7,145,833 6,982,250
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年３月21日
　至 2019年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月21日
　至 2020年９月20日)

売上高 4,008,982 2,562,377

売上原価 2,159,475 1,472,509

売上総利益 1,849,507 1,089,867

販売費及び一般管理費 ※  642,680 ※  636,701

営業利益 1,206,827 453,165

営業外収益   

 受取利息 88 70

 受取配当金 2,678 2,735

 その他 818 838

 営業外収益合計 3,585 3,645

営業外費用   

 為替差損 12,948 19

 自己株式取得費用 19,327 ―

 持分法による投資損失 11,314 11,617

 その他 378 22

 営業外費用合計 43,970 11,659

経常利益 1,166,442 445,150

税金等調整前四半期純利益 1,166,442 445,150

法人税、住民税及び事業税 338,816 89,187

法人税等調整額 22,385 46,314

法人税等合計 361,202 135,502

四半期純利益 805,240 309,648

非支配株主に帰属する四半期純利益 12,929 14,001

親会社株主に帰属する四半期純利益 792,311 295,647
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年３月21日
　至 2019年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月21日
　至 2020年９月20日)

四半期純利益 805,240 309,648

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 9,906 15,099

 為替換算調整勘定 △6,103 △8,332

 持分法適用会社に対する持分相当額 △6,137 △6,134

 その他の包括利益合計 △2,334 631

四半期包括利益 802,906 310,280

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 788,996 297,979

 非支配株主に係る四半期包括利益 13,909 12,301
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年３月21日
　至 2019年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月21日
　至 2020年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,166,442 445,150

 減価償却費 52,046 72,680

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 142 △231

 受取利息及び受取配当金 △2,767 △2,806

 支払利息 162 ―

 為替差損益（△は益） 358 449

 持分法による投資損益（△は益） 11,314 11,617

 売上債権の増減額（△は増加） △338,888 239,942

 たな卸資産の増減額（△は増加） 374,933 △105,826

 仕入債務の増減額（△は減少） 43,946 43,466

 未払金の増減額（△は減少） △144,009 △108,375

 賞与引当金の増減額（△は減少） 7,515 3,288

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） 15,006 15,006

 製品保証引当金の増減額（△は減少） 4,102 △11,000

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,410 15,222

 未収消費税等の増減額（△は増加） 21,010 △9,253

 その他 28,991 △67,924

 小計 1,244,716 541,403

 利息及び配当金の受取額 2,768 2,808

 利息の支払額 △162 ―

 法人税等の支払額 △358,987 △250,534

 営業活動によるキャッシュ・フロー 888,334 293,678

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △40,000 △20,000

 定期預金の払戻による収入 40,000 60,000

 有形固定資産の取得による支出 △457,216 △17,920

 無形固定資産の取得による支出 △8,430 △9,904

 投資有価証券の取得による支出 △3,633 △3,755

 その他 258 1,295

 投資活動によるキャッシュ・フロー △469,022 9,716

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 600,000 ―

 リース債務の返済による支出 △927 △927

 自己株式の取得による支出 △1,262,047 ―

 配当金の支払額 △233,701 △240,309

 財務活動によるキャッシュ・フロー △896,676 △241,236

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,795 △4,203

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △481,159 57,954

現金及び現金同等物の期首残高 1,429,767 504,090

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  948,608 ※  562,045
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【注記事項】

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症について)

当期の連結財務諸表の作成にあたって、新型コロナウイルス感染症が当社グループの業績に与える影響につい

ては、新型コロナウイルス感染症の影響を勘案しつつ当期後半から翌期初頭にあたり上向きなるとの仮定に基づ

き、会計上の見積りを行いました。現時点においては重要な影響を与えるものではないと判断しておりますが、

今後の状況の変化によっては、連結財務諸表の作成に影響を与える可能性があります。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含ま

れております。

 

 
前連結会計年度
(2020年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月20日)

受取手形 73,453千円 11,761千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年３月21日
至 2019年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月21日
至 2020年９月20日)

給与手当 170,549千円 175,237千円

賞与引当金繰入額 21,145 〃 22,381 〃

役員賞与引当金繰入額 15,006 〃 15,006 〃

退職給付費用 4,043 〃 4,009 〃

貸倒引当金繰入額 142 〃 △231 〃

研究開発費 153,947 〃 162,992 〃
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年３月21日
至 2019年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月21日
至 2020年９月20日)

現金及び預金 1,000,366千円 562,806千円

預入期間が３か月超の定期預金 △51,758 〃 △760 〃

現金及び現金同等物 948,608 〃 562,045 〃
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2019年３月21日 至 2019年９月20日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月19日
定時株主総会

普通株式 233,836 86 2019年３月20日 2019年６月20日 利益剰余金

 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

当社は、2019年７月26日開催の取締役会決議に基づき、自己株式240,000株の取得を行っております。この結

果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が1,242,720千円増加し、当第２四半期連結会計期間末におい

て自己株式が1,461,081千円となっております。

 
当第２四半期連結累計期間(自 2020年３月21日 至 2020年９月20日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月18日
定時株主総会

普通株式 240,461 97 2020年３月20日 2020年６月19日 利益剰余金

 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、ネジ締付装置、同部品及びネジ締付工具の製造・販売及び当社製品の修理・点検を主な事業

とする単一セグメントで事業活動を展開しているため、セグメント情報の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年３月21日
至 2019年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年３月21日
至 2020年９月20日)

１株当たり四半期純利益 295円12銭 119円26銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 792,311 295,647

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

792,311 295,647

普通株式の期中平均株式数(株) 2,684,744 2,478,981
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エスティック(E01730)

四半期報告書

17/18



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年11月２日

株式会社　エスティック

取締役会  御中

EY新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   西　　野　　尚　　弥   ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   北　池　　晃　一　郎 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エス

ティックの2020年３月21日から2021年３月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2020年６月21日から2020

年９月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年３月21日から2020年９月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エスティック及び連結子会社の2020年９月20日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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